
１．「教職課程」の意味と履修手続きについて
（1）教職課程とは、卒業後、教育職員を志す学生が在学中に履修する課程です。

教育職員免許状を取得するためには、卒業所要単位のほかに教職課程科目の単位修得が
必要となります。

　�　教育職員は、学校教育の担い手であり、生徒の人格形成、人間的成長に多大な影響を及
ぼす重要な職務です。
　教職課程の目的は、教育職員として必要な所要資格を満たし、一般的、専門的な知識を
身につけることにあるので、教職課程の履修には自己の進路をよく考え、在学中の学修計
画を立てる必要があります。特に、教育職員免許法施行規則改正に伴い、2010年度より「教
職実践演習」が追加されたことで、教育職員免許状の取得希望者は1年次から「履修カルテ」

（ポートフォリオ）を作成することが義務付けられ、4年間を通じた計画的な学修が求めら
れるようになりました。

（2）教職課程の履修は以下の条件を満たす必要があります。
・１年前期に開講される「教職概論」を履修・修得すること。
・�１年次に『教職課程ガイダンス』＊１を受けて教職課程を履修することを決めた後、『教職

課程履修登録ガイダンス』＊２に出席して、教職課程履修登録を行うこと。
※�この登録を行わない学生は、教職課程科目（P.88以降参照）の履修を認められません。

なお、１年次に登録を行わず、途中から進路を変更して教職課程の履修を希望する学
生は、このガイダンスを受けて登録を行うことにより、その年度から教職課程科目の
履修が認められます。

　　＊１『教職課程ガイダンス』は前期（４月）に実施。
　　＊２『教職課程履修登録ガイダンス』は前期（５月）に実施。

２．工学部において取得できる教育職員免許状の種類と教科
　　工学部において取得できる教育職員免許状は、【表１】に示すとおりです。

Ⅹ．教職課程について

【表１】

学　　科 免許状の種類 教科
機械工学科

高等学校教諭一種免許状 工　業
電気工学科

応用化学科 中 学 校 教 諭 一 種 免 許 状
高等学校教諭一種免許状 理　科
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３．教育職員免許状取得の基礎資格及び最低修得単位数等
　�　教育職員免許法第５条、同法施行規則第１条、第４条、第５条及び第66条の６に規定さ

れている教育職員免許状取得の基礎資格及び大学における最低修得単位数等は、【表２】
に示すとおりです。（本学における教職課程の必要修得単位数とは異なりますので、各自
P.88～95の科目一覧で確認してください。）

また、中学校教諭一種免許状の取得には、小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に
係る教育職員免許法の特例等に関する法律により「介護等の体験」が必要です。

【表２】

　　所要資格

免許状　　　
の種類　　　

基礎資格

大学における最低修得単位数等

文部科学省令
で定める科目

教職に
関する科目
※

教科及び教科の
指導法に関する

科目

大学が独自に
設定する科目

介護等の体験

中学校教諭
一種免許状 学士の学位を

有すること
８単位

27単位 28単位 ４単位 ７日間の体験

高等学校教諭
一種免許状

23単位 24単位 12単位 不要

※�「教育の基礎的理解に関する科目」「道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関す
る科目」「教育実践に関する科目」を含む。

４．各分類の科目の履修について
　　教育職員免許状を取得するために必要な科目は次のとおりです。

　（1）文部科学省令（教育職員免許法施行規則第66条の６）で定める科目
以下４項目（各２単位）の計８単位は文部科学省令により、必ず修得してください。（詳

細はP.88～95を参照。）
①　『日本国憲法』科目（２単位修得）

一般科目（人間科学（選択））から、「法学」を修得。「法学」は日本国憲法の内容です。
②　『体育』科目（２単位修得）

�一般科目（人間科学（選択））から、「健康科学」２単位、｢体育実習｣１単位を修得。「健
康科学」２単位のみで、『体育』科目の単位数を充当しますが、本学では、「体育実
習」も修得することを推奨しています。

③　『外国語コミュニケーション』科目（２単位修得）
�一般科目（英語）から、「Oral Communication in English 1」「Oral Communication
in English 2」を修得。

④　『情報機器の操作』科目（２単位修得）
基礎科目（基幹基礎）から、「コンピュータ演習１」、「コンピュータ演習２」を修得。
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　（2）教職に関する科目
教職に関する科目は、教員になるための資質の向上を目的とした科目です。主に「教

育の基礎的理解に関する科目」「道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、
教育相談等に関する科目」「教育実践に関する科目」の３区分で構成されています。工
学部における教育職員免許状取得に必要な教職に関する科目は、P.88～95に示すとおり
です。

　　�　なお、高等学校教諭一種免許状（工業）取得の場合、免許法施行規則第５条第１項表
備考第六号により特例が認められており、教職に関する科目の全部または一部単位の修
得は、当分の間「工業」の教科に関する科目の単位修得をもって、これに替えることが
できます。

　　�　ただし、卒業後に工業高校の教員を目指す学生の場合、希望する都道府県もしくは私
立高校の採用試験を受ける必要があり、そのためには教職課程を履修することが望まし
いことから、本学ではP.88～95に記載しているとおり、「教職概論」、「教育原理」、「学習・
発達論」等を教職必修科目としています。

　（3）教科及び教科の指導法に関する科目
教科に関する科目とは、教員になって担当するであろう教科の具体的な知識修得を目

的とした科目です。教育職員免許状取得に必要な教科に関する科目はP.88～95に示すと
おりです。

① 機械工学科・電気工学科
本学で工業の免許状を取得するには、P.88・90に示すとおり、工業の関係科目30単

位及び「職業指導」２単位の合計32単位を修得する必要があります。なお、本学では
「工業科指導法１」、「工業科指導法２」等を教職必修科目としています。

② 応用化学科
本学で理科の免許状を取得するには、P.92・94に示すとおり、物理や化学といった

理科全般関係科目を履修し、高等学校教諭一種免許状では29単位、中学校教諭一種免
許状では34単位を修得する必要があります。
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　（4）大学が独自に設定する科目
平成31年度より「教科又は教職に関する科目」の区分が廃止され、新たに「大学が独

自に設定する科目」という区分が設けられました。本学では、最低修得単位を超えて履
修した「教科及び教科の指導法に関する科目」又は「教育の基礎的理解に関する科目」、「道
徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」、「教育実
践に関する科目」の単位を大学が独自に設定する科目の単位としています。高校免許状
では12単位、中学校免許状では4単位を修得する必要があります。（詳細は、P.88～95を
参照）

５．実習について
　（1）教育実習（全学科）

免許状取得のためには「教育実践に関する科目」を履修する必要がありますが、その
ためには下記のとおりいくつかの条件があります。各自、4年次に履修登録ができるよ
う準備を怠らないでください。

　　はじめに　
　本学の「教育実践に関する科目」は、「教育実習指導」「教育実習１」「教育実習２」「教
職実践演習（中・高）」の４科目より構成されます。大学で行う「教育実習指導」は、『実
習校における実習』に係わる事前指導と直前指導及び事後指導の３つを内容とします。

「教育実習１」「教育実習２」は中学校・高等学校で行う『実習校における実習』を内容
とし、原則として中学校で３週間（120時間）、高等学校で２週間（80時間）の実習を行
います。

　　履修条件
�　「教育実習１」「教育実習２」の履修には次の①～⑥の条件を満たす必要があります。

① 履修の前年度に「教育実習指導（事前）」を履修し、合格している。
② 履修の前年度（３年次）に教育実習校登録を行っている。
③ 原則として、「教職概論」「学習・発達論」「教育原理」の６単位を修得している。
④ �原則として、教育実習を行う教科が理科の場合は「理科指導法１」「理科指導法２」

の計４単位、工業の場合は「工業科指導法１」「工業科指導法２」の計４単位を
修得済みである。

⑤ �卒業見込みであり、教育職員免許状取得に必要な単位を履修中または修得済みで
ある。

⑥ �履修の前年度までに「介護等の体験」を完了している（中学校教諭一種免許状を
取得する場合）。
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　（2）介護等の体験（応用化学科）
中学校教諭一種免許状（理科）取得のためには、必要単位の修得とは別に『介護等の

体験』が必要となります。これは、18歳以上の学生を対象とし、特別支援学校での2日
間及び社会福祉施設等での5日間、計7日間の実習を通じて、障害者や高齢者等に対する
介護、介助、交流、その他の体験を行うものです。
　実習先については大学を通して決定するため、希望者は大学の行うガイダンスを受け、
申込手続きをする必要があります。特にガイダンスへの参加は重要で、申込に必要な書
類、費用の回収、日誌の配付等をします。UNIPAや掲示板の情報チェックを怠らない
ようにしましょう。

　　�　なお、『介護等の体験』は原則として「教職概論」の単位修得が前提条件であり、また、
「教育実習１」「教育実習2」を履修する年度には行うことはできません。

６．教育職員免許状の申請について
　�　４年次後期には教育職員免許状の申請手続きを行います。本学では、原則として「一括

申請」という方式をとり、その年の教員免許状取得希望者全員分を大学が取りまとめて一
括して申請します。

○ 一括申請の流れ
学生から大学への事前申請に基づき、卒業と同時に免許状が授与されます。なお、詳

細については、『教職ガイダンス』にて説明します。
　　�　対象者は、本学を卒業後直ちに教育職員に就く予定の学生及び大学が特に必要と認め

た学生に限ります。なお、対象者は教育委員会が指定した審査日までに学内での所定の
手続きを行ってください。

○ 個人申請の流れ
学生個人が直接各都道府県の教育委員会に申請のうえ、免許状が授与されます。なお、

申請から交付までかなりの日数がかかるので、交付予定の日時を申請する各都道府県の
教育委員会に確認してください。

　　�　対象者は、一括申請の対象者のうち教育委員会が指定した審査日までに、学内におけ
る所定の手続きを完了しなかった学生及び一括申請の対象者外の学生です。
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７．編入学、転学科に伴う単位の取扱いについて
　�　編入学者について、本学で取得した教職課程科目は認めますが、編入前の大学等で取得

した単位は教職課程科目として認めません。
　�　また、転学科については教職課程科目を単位認定しますが、事前に事務部教務課へ相談

をお願いします。

８．教職課程履修にかかる費用について
　�　教職課程を履修するためには下記のとおり費用がかかります。（年度により費用が異な

る場合がありますので、教職ガイダンスで確認してください。）

内　　容 対　　象 時　　期 金　　額 納　付　先

教職課程履修
登録料 全学科 １年次５月 20,000円 大学

地学実験費 応用化学科
中高免許状取得希望者

２年次７月 21,000円 大学

介護等体験の
手数料

応用化学科
中高免許状取得希望者

２年次５月
山口県収入証紙

700円
山口県教育委員会
※大学が一括申請

介護等体験の
実習費

応用化学科
中高免許状取得希望者

２年次５月 8,250円
※別途、昼食代

山口県社会福祉協議会
※大学が一括申請

教育実習費 全学科 ４年次 約10,000円
※別途、給食費

教育実習校
※原則、学生本人が納付

教育職員免許
状申請手数料 全学科 ４年次

山口県収入証紙

3,300円
※免許状１件につき

山口県教育委員会
※大学が一括申請
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機械工学科：高等学校教諭一種免許状（工業）に関する科目一覧
教育職員免許法施行規則（第66条の6）に定める科目
文部科学省令で定める科目及び単位数 左記に対応する本学科目及び単位数 本学科目区分 標準履修

学年
本学における

最低修得単位数科目 単位数 本学科目名 単位数 卒業必修 教職必修 選択
日本国憲法 2 法学 2 ○ ○ 1-3

体育 2 体育実習 1 ○ 1-3
健康科学 2 ○ 1-3

外国語コミュニケーション 2 Oral Communication in English 1 1 ○ ○ 1
Oral Communication in English 2 1 ○ ○ 1

情報機器の操作 2 コンピュータ演習1 2 ○ ○ 1
コンピュータ演習2 2 ○ ○ 1 10単位

教職に関する科目
文部科学省令で定める科目及び単位数 左記に対応する本学科目及び単位数 本学科目区分 標準履修

学年
本学における

最低修得単位数科目 単位数 本学科目名 単位数 卒業必修 教職必修 選択

教育の基礎的理解に関する
科目 10

教職概論 2 ○ 1
教育原理 2 ○ 2
学習・発達論 2 ○ 2
教育の制度と経営 2 ○ 1
特別支援教育 2 ○ 2
教育課程論 1 ○ 3

道徳、総合的な学習の時間
等の指導法及び生徒指導、
教育相談等に関する科目

8

道徳教育 2 ○ 3
総合的な学習の時間の指導法 2 ○ 2
特別活動 1 ○ 3
教育方法・技術 1 ○ 3
生徒・進路指導論 2 ○ 3
教育相談の基礎と方法 2 ○ 3

教育実践に関する科目 3
教育実習指導（事前・事後） 1 ○ 3・4
教育実習１ 2 ○ 4
教育実習２ 2 ○ 4

2 教職実践演習（中・高） 2 ○ 4 24単位

教科及び教科の指導法に関する科目
文部科学省令で定める科目及び単位数 左記に対応する本学科目及び単位数 本学科目区分 標準履修

学年
本学における

最低修得単位数科目 単位数 本学科目名 単位数 卒業必修 教職必修 選択

工業の関係科目 1

熱力学Ⅰ及び演習 3 ○ 2
材料力学Ⅰ及び演習 3 ○ 2
機械工学通論 2 ○ ○ 1
制御工学Ⅰ及び演習 3 ○ 2
機械力学Ⅰ及び演習 3 ○ 2
機械工作実習 2 ○ 2
機械工学実験Ⅰ 2 ○ 2
機械工学実験Ⅱ 4 ○ 3
機械数学Ⅱ 2 ○ 2
機構学 2 ○ 2
制御工学Ⅱ 2 ○ 2
コンピュータシステム 2 ○ 2
プログラミング演習Ⅰ 2 ○ 2
プログラミング演習Ⅱ 2 ○ 2
ＣＡＤ演習 2 ○ 3
自動制御 2 ○ 3
設計製図Ⅱ 2 ○ 3
熱力学Ⅱ 2 ○ 3
機械材料工学 2 ○ 3
伝熱工学 2 ○ 3
ロボット工学 2 ○ 3
材料力学Ⅱ 2 ○ 3
センサ工学 2 ○ 3
電気電子工学通論Ⅰ 2 ○ 3
電気電子工学通論Ⅱ 2 ○ 3
航空宇宙工学 2 ○ 4
自動車工学 2 ○ 3
メカトロニクス 2 ○ 4
燃焼工学 2 ○ 4
機器制御 2 ○ 4

職業指導 1 職業指導 2 ○ 3
各教科の指導法（情報機器
及び教材の活用を含む。） 4 工業科指導法１ 2 ○ 3

工業科指導法２ 2 ○ 3 32単位

大学が独自に設定する科目

文部科学省令で定める科目 左記に対応する本学科目 卒業必修 教職必修 選択 本学における
最低修得単位数

大学が独自に設定する科目

最低修得単位数を超えて履修した「教科及び教
科の指導法に関する科目」又は「教育の基礎的
理解に関する科目」「道徳、総合的な学習の時
間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関す
る科目」

○

12単位
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機械工学科：教職カリキュラムツリー

教育実習
４-後

３-後

４-後
○ 燃焼

工学

４-前
○ 航空
宇宙工学

○ メカトロ
ニクス

○ 機器
制御

３-後
◎電気電子
工学通論Ⅱ

○ 機械
 材料工学

○ロボット
工学

○センサ
工学

○自動車
工学

３-前
◎電気電子
工学通論Ⅰ

○ CAD
演習

○ 自動
制御

○ 設計
製図Ⅱ

○熱力学
Ⅱ

○ 伝熱
工学

○ 材料
力学Ⅱ

２-後
□ 機械工

学実験Ⅰ

□材料力学Ⅰ
及び演習

○ 機構学 ○ 制御
工学Ⅱ

○ ﾌﾟﾛｸﾞﾗ
ﾐﾝｸﾞ演習Ⅱ

２-前
□ 熱力学Ⅰ
及び演習

□制御工学Ⅰ
及び演習

□機械力学Ⅰ
及び演習

○ 機械
数学Ⅱ

○ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ
ｼｽﾃﾑ

○ ﾌﾟﾛｸﾞﾗ ﾐ
ﾝｸﾞ演習Ⅰ

１-前
◎ 機械
工学通論

職
業

指
導 ３-後

３-後

３-前

３-後

２-後

１-後

２-前

２-前

１-後

１-前

◎教職必修　□卒業必修　〇選択

◎ Oral Communication in English 1 ◎ コンピュータ演習１

◎ 教職概論

◎ 教育方法・技術

◎ 教育相談の基礎と方法

◎ 総合的な学習の時間の指導法

◎ 法学（１～３年で）

○ 体育実習（１～３年で）

◎ 健康科学（１～３年で）

◎ 教育原理 ２-後

教
科
に
関
す
る
専
門
的
科
目

１-前

◎ 教育の制度と経営 ３-前

◎ 学習・発達論 ３-前

３-後

教
育
の
基
礎
的
理
解
に

関
す
る
科
目

◎ 教育課程論 ３-後

◎ 特別支援教育 ３-後

教
職
の
基
礎

に
関
す
る
科

目

◎ Oral Communication in English 2 ◎ コンピュータ演習２

1~３年

◎ 職業指導

◎ 工業科指導法１

◎ 工業科指導法２

□ 機械
工学実験

　Ⅱ

□ 機械
工作実習

４-後

◎ 教育実習指導
（事前・事後）

○ 教育実習１ ◎ 教育実習２
◎ 教育実習指導

（事前・事後）

◎ 教職実践演習（中・高）

教
科
の

指
導
法

道
徳
及
び
教
科
外
・
領
域

等
に
関
す
る
科
目

○ 道徳教育

◎ 特別活動

◎ 生徒・進路指導論
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電気工学科：高等学校教諭一種免許状（工業）に関する科目一覧
教育職員免許法施行規則（第66条の6）に定める科目
文部科学省令で定める科目及び単位数 左記に対応する本学科目及び単位数 本学科目区分 標準履修

学年
本学における

最低修得単位数科目 単位数 本学科目名 単位数 卒業必修 教職必修 選択
日本国憲法 2 法学 2 ○ ○ 1-3

体育 2
体育実習 1 ○ 1-3
健康科学 2 ○ 1-3

外国語コミュニケーション 2 Oral Communication in English 1 1 ○ ○ 1
Oral Communication in English 2 1 ○ ○ 1

情報機器の操作 2 コンピュータ演習1 2 ○ ○ 1
コンピュータ演習2 2 ○ ○ 1 10単位

教職に関する科目
文部科学省令で定める科目及び単位数 左記に対応する本学科目及び単位数 本学科目区分 標準履修

学年
本学における

最低修得単位数科目 単位数 本学科目名 単位数 卒業必修 教職必修 選択

教育の基礎的理解に関する
科目 10

教職概論 2 ○ 1
教育原理 2 ○ 2
学習・発達論 2 ○ 2
教育の制度と経営 2 ○ 1
特別支援教育 2 ○ 2
教育課程論 1 ○ 3

道徳、総合的な学習の時間
等の指導法及び生徒指導、
教育相談等に関する科目

8

道徳教育 2 ○ 3
総合的な学習の時間の指導法 2 ○ 2
特別活動 1 ○ 3
教育方法・技術 1 ○ 3
生徒・進路指導論 2 ○ 3
教育相談の基礎と方法 2 ○ 3

教育実践に関する科目 3
教育実習指導（事前・事後） 1 ○ 3・4
教育実習１ 2 ○ 4
教育実習２ 2 ○ 4

2 教職実践演習（中・高） 2 ○ 4 24単位

教科及び教科の指導法に関する科目
文部科学省令で定める科目及び単位数 左記に対応する本学科目及び単位数 本学科目区分 標準履修

学年
本学における

最低修得単位数科目 単位数 本学科目名 単位数 卒業必修 教職必修 選択

工業の関係科目 1

電磁気学Ⅰ 2 ○ ○ 2
電気工学特別講義 2 ○ ○ 1
電気回路1 2 ○ ○ 1
電子回路1 2 ○ ○ 2
機械工学通論（機械工学科開講科目） 2 ○ 1
電気工学実験1 4 ○ 2
ディジタル回路 2 ○ 2
プログラミング実習1A 2 ○ 2
プログラミング実習1B 2 ○ 2
電気工学実験2 4 ○ 3
電気回路2 2 ○ 1
電気数学 2 ○ 2
電磁気学2 2 ○ 2
電気電子計測 2 ○ 2
コンピュータシステム 2 ○ 2
発変電工学 2 ○ 2
送配電工学 2 ○ 2
制御工学1 2 ○ 2
制御工学2 2 ○ 2
電気回路3 2 ○ 2
電気電子回路演習 2 ○ 2
電気電子材料学 2 ○ 3
電子回路2 2 ○ 3
電気通信工学 2 ○ 3
プログラミング実習2 2 ○ 3
プログラミング実習3 2 ○ 3
自動制御 2 ○ 3
電力系統工学 2 ○ 4
高周波回路 2 ○ 3
パワーエレクトロニクス 2 ○ 3
施設管理電気法規 2 ○ 2

職業指導 1 職業指導 2 ○ 3
各教科の指導法（情報機器
及び教材の活用を含む。） 4 工業科指導法 １ 2 ○ 3

工業科指導法 ２ 2 ○ 3 32単位

大学が独自に設定する科目

文部科学省令で定める科目 左記に対応する本学科目 卒業必修 教職必修 選択 本学における
最低修得単位数

大学が独自に設定する科目

最低修得単位数を超えて履修した「教科及び教
科の指導法に関する科目」又は「教育の基礎的
理解に関する科目」「道徳、総合的な学習の時
間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関す
る科目」

○

12単位
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電気工学科：教職カリキュラムツリー

教育実習
４-後

３-後

４-前
○ 電力系

統工学

3 -後
○ 電子

 回路２
○ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝ

ｸﾞ実習３
○ 自動

 制御

３-前
○ 電気電子

材料学
○電気

通信工学
○ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝ

ｸﾞ実習２
○高周波
 回路

○ ﾊﾟﾜｰ
ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ

○施設管理
電気法規

2 -後
◎ 電子

 回路１
□ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝ

 ｸﾞ実習１B

□ディジタル
回路

○ 電磁気学２ ○送配電
 工学

○ 制御
 工学２

○ 電気電子
 回路演習

２-前
◎電磁気学Ⅰ □ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝ

 ｸﾞ実習１A
○ 電気

 数学
○ 電気
電子計測

○ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ
ｼｽﾃﾑ

○ 発変電
工学

○ 制御
 工学１

○ 電気
 回路３

１-後
◎電気工学

特別講義
□ 電気

 回路２

１-前
◎ 電気

 回路１
◎ 機械
工学通論

職
業

指
導 ３-後

３-後

３-前

３-後

２-後

１-後

２-前

２-前

１-後

１-前

◎教職必修　□卒業必修　〇選択

◎ 総合的な学習の時間の指導法

○ 道徳教育

◎ 特別活動

◎ 生徒・進路指導論

◎ 教育方法・技術

◎ 教育相談の基礎と方法

◎ Oral Communication in English 1

１-前 ◎ 教職概論

教
職
の
基
礎

に
関
す
る
科

目

◎ Oral Communication in English 2 ◎ コンピュータ演習２

1~３年

◎ 法学（１～３年で）

○ 体育実習（１～３年で）

◎ コンピュータ演習１ ◎ 健康科学（１～３年で）

教
育
の
基
礎
的
理
解

に
関
す
る
科
目

◎ 教育課程論 ３-後

◎ 特別支援教育 ３-後

◎ 教育原理 ２-後

道
徳
及
び
教
科
外
・
領
域

等
に
関
す
る
科
目

◎ 教育の制度と経営 ３-前

◎ 学習・発達論 ３-前

３-後

４-後

◎ 教育実習指導
 （事前・事後）

教
科
に
関
す
る
専
門
的
科
目

教
科
の
指

導
法

□ 電気
工学実験

１

□ 電気
工学実験

２

◎ 工業科指導法２

◎ 工業科指導法１

◎ 教職実践演習（中・高）

◎ 教育実習指導
 （事前・事後）

○ 教育実習１ ◎ 教育実習２

◎ 職業指導
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応用化学科：高等学校教諭一種免許状（理科）に関する科目一覧
教育職員免許法施行規則（第66条の6）に定める科目
文部科学省令で定める科目及び単位数 左記に対応する本学科目及び単位数 本学科目区分 標準履修

学年
本学における

最低修得単位数科目 単位数 本学科目名 単位数 卒業必修 教職必修 選択
日本国憲法 2 法学 2 ○ ○ 1-3

体育 2
体育実習 1 ○ 1-3
健康科学 2 ○ 1-3

外国語コミュニケーション 2 Oral Communication in English 1 1 ○ ○ 1
Oral Communication in English 2 1 ○ ○ 1

情報機器の操作 2 コンピュータ演習1 2 ○ ○ 1
コンピュータ演習2 2 ○ ○ 1 10単位

教職に関する科目
文部科学省令で定める科目及び単位数 左記に対応する本学科目及び単位数 本学科目区分 標準履修

学年
本学における

最低修得単位数科目 単位数 本学科目名 単位数 卒業必修 教職必修 選択

教育の基礎的理解に関する
科目 10

教職概論 2 ○ 1
教育原理 2 ○ 2
学習・発達論 2 ○ 2
教育の制度と経営 2 ○ 1
特別支援教育 2 ○ 2
教育課程論 1 ○ 3

道徳、総合的な学習の時間
等の指導法及び生徒指導、
教育相談等に関する科目

8

道徳教育 2 ○ 3
総合的な学習の時間の指導法 2 ○ 2
特別活動 1 ○ 3
教育方法・技術 1 ○ 3
生徒・進路指導論 2 ○ 3
教育相談の基礎と方法 2 ○ 3

教育実践に関する科目 3
教育実習指導（事前・事後） 1 ○ 3・4
教育実習１ 2 ○ 4
教育実習２ 2 ○ 4

2 教職実践演習（中・高） 2 ○ 4 24単位

教科及び教科の指導法に関する科目
文部科学省令で定める科目及び単位数 左記に対応する本学科目及び単位数 本学科目区分 標準履修

学年
本学における

最低修得単位数科目 単位数 本学科目名 単位数 卒業必修 教職必修 選択

物理学 1
基礎物理 2 ○ ○ 1
物理学1及び演習 3 ○ ○ 1
物理学2及び演習 3 ○ ○ 1

化学 1

基礎化学 2 ○ ○ 1
化学 2 ○ ○ 1
有機化学１ 2 ○※ ○ 1 ※�「有機化学1」「物

理化学1」は選択
必修科目

有機化学演習 1 ○ 1
物理化学１ 2 ○※ ○ 2
物理化学演習 1 ○ 2
量子化学 2 ○ 2
機器分析 2 ○ 2
結晶構造 2 ○ 3
界面科学 2 ○ 3
高分子科学１ 2 ○ 3

生物学 1

生物学 2 ○ ○ 2
生化学１ 2 ○ 2
分子生物学基礎 2 ○ 2
生化学２ 2 ○ 2
分子生物学１ 2 ○ 3
分子生物学２ 2 ○ 3

地学 1 地学１ 2 ○ ○ 2
地学２ 2 ○ ○ 2

「物理学実験（コンピュー
タ活用を含む。）、化学実
験（コンピュータ活用を含
む。）、生物学実験（コン
ピュータ活用を含む。）、地
学実験（コンピュータ活用
を含む。）」

1

物理学実験 2 ○ ○ 1

化学実験 2 ○ ○ 1

生体物質化学実験 1 ○ ○ 3

地学実験 1 ○ 2

各教科の指導法（情報機器
及び教材の活用を含む。） 4

理科指導法1 2 ○ 3

29単位（物理化学1
は含まない）

理科指導法2 2 ○ 3
理科指導法3 2 ○ 3
理科指導法4 2 ○ 3

大学が独自に設定する科目

文部科学省令で定める科目 左記に対応する本学科目 卒業必修 教職必修 選択 本学における
最低修得単位数

大学が独自に設定する科目

最低修得単位数を超えて履修した「教科及び教
科の指導法に関する科目」又は「教育の基礎的
理解に関する科目」「道徳、総合的な学習の時
間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関す
る科目」

○

12単位
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応用化学科（高校）：教職カリキュラムツリー

教育実習
４-後

３-後

3-後
○ 分子
 生物学２

□生体物質
 化学実験

３-前 ○結晶構造 ○界面科学
○ 高分子

 科学１
○ 分子
 生物学１

２-後 ○機器分析
○ 分子
生物学基礎

○生化学２ ◎ 地学２

２-前 ○量子化学 ◎ 生物学 ○生化学１ ◎ 地学１ 〇地学実験
○＊ 物理

 化学１
○ 物理

 化学演習

１-後
◎物理学２
 及び演習

◎＊ 有機
 化学１

○ 有機
 化学演習

□ 化学実験

１-前 ◎基礎物理
◎物理学１
 及び演習

□ 物理学
 実験

◎基礎化学 ◎ 化学

３-後

３-前

３-後

２-後

１-後

２-前

２-前

１-後

１-前

◎教職必修　□卒業必修　〇選択

教
科
に
関
す
る
専
門
的
科
目

３-後

教
科
の
指

導
法

◎ 理科指導法１

〇 理科指導法３ 〇 理科指導法４

◎ 理科指導法２

○ 道徳教育

＊ 「有機化学１」と「物理化学１」は選択必修科目

４-後 ◎ 教職実践演習（中・高）

◎ 教育実習指導
（事前・事後）

○ 教育実習１ ◎ 教育実習２
◎ 教育実習指導

（事前・事後）

１-前 ◎ 教職概論

◎ 教育原理

教
職
の
基
礎

に
関
す
る
科

目

◎ Oral Communication in English 2 ◎ コンピュータ演習２

教
育
の
基
礎
的
理
解
に

関
す
る
科
目

◎ 教育課程論

◎ 特別支援教育

◎ 教育相談の基礎と方法

◎ 法学（１～３年で）

○ 体育実習（１～３年で）

◎ 健康科学（１～３年で）

３-後

３-前

◎ 教育方法・技術

２-後

◎ 特別活動

◎ 生徒・進路指導論３-後

３-前

◎ 総合的な学習の時間の指導法

◎ Oral Communication in English 1 ◎ コンピュータ演習1

◎ 教育の制度と経営

◎ 学習・発達論

道
徳
及
び
教
科
外
・
領
域

等
に
関
す
る
科
目

1~３年
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応用化学科：中学校教諭一種免許状（理科）に関する科目一覧
教育職員免許法施行規則（第66条の6）に定める科目
文部科学省令で定める科目及び単位数 左記に対応する本学科目及び単位数 本学科目区分 標準履修

学年
本学における

最低修得単位数科目 単位数 本学科目名 単位数 卒業必修 教職必修 選択
日本国憲法 2 法学 2 ○ ○ 1-3

体育 2
体育実習 1 ○ 1-3
健康科学 2 ○ 1-3

外国語コミュニケーション 2 Oral Communication in English 1 1 ○ ○ 1
Oral Communication in English 2 1 ○ ○ 1

情報機器の操作 2 コンピュータ演習1 2 ○ ○ 1
コンピュータ演習2 2 ○ ○ 1 10単位

教職に関する科目
文部科学省令で定める科目及び単位数 左記に対応する本学科目及び単位数 本学科目区分 標準履修

学年
本学における

最低修得単位数科目 単位数 本学科目名 単位数 卒業必修 教職必修 選択

教育の基礎的理解に関する
科目 10

教職概論 2 ○ 1
教育原理 2 ○ 2
学習・発達論 2 ○ 2
教育の制度と経営 2 ○ 1
特別支援教育 2 ○ 2
教育課程論 1 ○ 3

道徳、総合的な学習の時間
等の指導法及び生徒指導、
教育相談等に関する科目

8

道徳教育 2 ○ 3
総合的な学習の時間の指導法 2 ○ 2
特別活動 1 ○ 3
教育方法・技術 1 ○ 3
生徒・進路指導論 2 ○ 3
教育相談の基礎と方法 2 ○ 3

教育実践に関する科目 3
教育実習指導（事前・事後） 1 ○ 3・4
教育実習１ 2 ○ 4
教育実習２ 2 ○ 4

2 教職実践演習（中・高） 2 ○ 4 28単位

教科及び教科の指導法に関する科目
文部科学省令で定める科目及び単位数 左記に対応する本学科目及び単位数 本学科目区分 標準履修

学年
本学における

最低修得単位数科目 単位数 本学科目名 単位数 卒業必修 教職必修 選択

物理学 1
基礎物理 2 ○ ○ 1
物理学1及び演習 3 ○ ○ 1
物理学2及び演習 3 ○ ○ 1

物理学実験
（コンピュータ活用を含む。） 1 物理学実験 2 ○ ○ 1

化学 1

基礎化学 2 ○ ○ 1
化学 2 ○ ○ 1
有機化学１ 2 ○※ ○ 1 ※�「有機化学1」「物

理化学1」は選択
必修科目

有機化学演習 1 ○ 1
物理化学１ 2 ○※ ○ 2
物理化学演習 1 ○ 2
量子化学 2 ○ 2
機器分析 2 ○ 2
結晶構造 2 ○ 3
界面科学 2 ○ 3
高分子科学１ 2 ○ 3

化学実験
（コンピュータ活用を含む。） 1 化学実験 2 ○ ○ 1

生物学 1

生物学 2 ○ ○ 2
生化学１ 2 ○ 2
分子生物学基礎 2 ○ 2
生化学２ 2 ○ 2
分子生物学１ 2 ○ 3
分子生物学２ 2 ○ 3

生物学実験
（コンピュータ活用を含む。） 1 生体物質化学実験 1 ○ ○ 3

地学 1 地学１ 2 ○ ○ 2
地学２ 2 ○ ○ 2

地学実験
（コンピュータ活用を含む。） 1 地学実験 1 ○ ○ 2

各教科の指導法
（情報機器及び教材の活用を含む。） 8

理科指導法1 2 ○ 3
理科指導法2 2 ○ 3
理科指導法3 2 ○ 3

理科指導法4 2 ○ 3 34単位（物理化学1
は含まない）

大学が独自に設定する科目

文部科学省令で定める科目 左記に対応する本学科目 卒業必修 教職必修 選択 本学における
最低修得単位数

大学が独自に設定する科目

最低修得単位数を超えて履修した「教科及び教
科の指導法に関する科目」又は「教育の基礎的
理解に関する科目」「道徳、総合的な学習の時
間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関す
る科目」

○

4単位
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教育実習
４-後

３-後

3-後
○ 分子
 生物学２

◎生体物質
 化学実験

３-前 ○結晶構造 ○界面科学
○ 高分子

 科学１
○ 分子
 生物学１

２-後 ○機器分析
○ 分子
生物学基礎

○生化学２ ◎ 地学２

２-前 ○量子化学 ◎ 生物学 ○生化学１ ◎ 地学１ ◎地学実験
○＊ 物理

 化学１
○ 物理

 化学演習

１-後
◎物理学２
 及び演習

◎＊ 有機
 化学１

○ 有機
 化学演習

◎化学実験

１-前 ◎基礎物理 ◎物理学１
及び演習

◎ 物理学
実験 ◎基礎化学 ◎ 化学

３-後

３-前

３-後

２-後

１-後

２-前

２-前

１-後

１-前

◎教職必修　〇選択

４-後 ◎ 教職実践演習（中・高）

◎ 教育実習指導
（事前・事後）

◎ 教育実習１ ◎ 教育実習２
◎ 教育実習指導

（事前・事後）

教
科
に
関
す
る
専
門
的
科
目

＊ 「有機化学１」と「物理化学１」は選択必修科目

教
科
の
指

導
法

◎ 理科指導法３ ◎ 理科指導法４

◎ 理科指導法１ ◎ 理科指導法２

３-前 ◎ 教育方法・技術

◎ 学習・発達論 ３-前 ◎ 教育相談の基礎と方法

道
徳
及
び
教
科
外
・
領
域

等
に
関
す
る
科
目

３-後 ◎ 道徳教育

◎ 教育課程論 ３-後 ◎ 特別活動

◎ 特別支援教育 ３-後 ◎ 生徒・進路指導論

◎ コンピュータ演習1 ◎ 健康科学（１～３年で）

１-前 ◎ 教職概論

◎ 教育原理 ２-後 ◎ 総合的な学習の時間の指導法

教
職
の
基
礎

に
関
す
る
科

目

◎ Oral Communication in English 2 ◎ コンピュータ演習２

1~３年

◎ 法学（１～３年で）

○ 体育実習（１～３年で）

◎ Oral Communication in English 1

教
育
の
基
礎
的
理
解
に

関
す
る
科
目

◎ 教育の制度と経営
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